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1996年 3月～2012年 3月までの約 17年間分 
・対象製品 
    電気ストーブ 
・分析した事故情報の件数 









表 3-1年度別事故件数が多かった 5品目 
19年度  20年度 21 年度 合計 





138 電気ストーブ 105 電子レンジ 507 
配線器具 95 ACアダプター 93 ブラウン管型
テレビ 
98 配線器具 246 
エアコン 91 電子レンジ 82 配線器具 87 ブラウン管型
テレビ 
225 





















製品に起因する事故 部品不良 57 919  
(47%) 製造不良 777 
経年劣化 4 
その他(品質管理不十分) 81 
製品に起因しない事故 消費者のミス 581 587  
(30%) 事業者のミス 6 
その他 理由不明/調査中 438 

















































































































































































4.1. Quasi-FT  
 3 章では事故の直接的な原因が不安全行為と不安全状態であることを明らか
にした。本章では、さらに原因の背景要因、特に消費者の要因を探るために、
FTA 手法の一部分となっている FT 図の考え方を利用する。その利用方法を
Quasi-FT手法と定義する。まず FTA手法を紹介する。 
 



































所」 、「リビング」である。  
 
表 4-1生活場面別製品事故における人的被害の発生件数と発生割合 
生活場面 事故件数 死亡 重傷 軽傷 合計 
キッチン・ダイニング 2,276 24 60 392 476 
浴室・洗面所・トイレ 1,258 3 24 235 262 
リビング 4,777 53 79 643 775 
寝室 334 10 34 97 141 
玄関・廊下・屋根裏等 149 1 24 51 76 
ベランダ・物置・庭等 548 10 41 62 113 
乗物 706 20 104 356 480 
レシャー 232 2 31 103 136 
その他 407 25 66 176 267 
不明 538 1 31 191 223 
総計 11,225 149 494 2,306 2,949 
 
 





















表 4-2 FTAを行う対象製品のリスト 
FTAを行う対象製品 
キッチン・ダイニング  ガス器具 → ガスこんろ  
調理器具 → 電子レンジ 
浴室・洗面所       → 洗濯機  









































































































































 収納庫として使用すること / 
 クヌギの木片の乾燥に使用すること 
 






































4.3.2. ガスこんろ事故の Quasi-FT 図の作成 
NITE では、消費者の誤った使用方法や不注意による製品事故事例を紹介し、
製品と安全につきあうための心構えをまとめたハンドブックを毎年発行してい






































































































































表 4-3 背景要因項目表 
要因項目 電気ストーブ 電子レンジ ガスこんろ 洗濯機 数 
子どもの存在 ▲  ▲ ▲ 3 
高齢者の存在 ▲  ▲  2 
忘れっぽい ▲  ▲ ▲ 3 
面倒が嫌い 
(便利を追求) 
▲ ▲ ▲ ▲ 4 
間違いやすい ▲  ▲ ▲ 3 
修理の経験がある
(修理が好き) 
▲   ▲ 2 
よく近道行動する ▲ ▲ ▲  3 
危険意識が弱い 
(事故を甘く思う) 
▲ ▲ ▲ ▲ 4 
関連知識がない ▲ ▲  ▲ 3 
ペットがいる ▲ ▲   2 
介護が不十分 /  
注意払わない 
▲   ▲ 2 
部屋が狭い    ▲ 1 
乾燥が不便 ▲    1 
焦る    ▲ 1 
怠慢   ▲   1 
































































































































































































































































































































② 被験者に個人情報[付録 1：個人情報登録質問]を入力してもらう 
③ 被験者にデモシステムを操作してもらう(図 5-7と図 5-8) 
④ 被験者に既存の検索システムを操作してもらう 






 質問 1：「製品事故情報を提供する画面で提供する情報で良かったものは 
どれですか？」 
 回答：「所有製品事故情報」1人 









































































   ：「b. 週 1回」2人 
：「c. 二週間 1回」2人 
：「d. 1か月に 1回」4人 
：「e. 3か月に 1回」0人 
：「f. 半年 1回」1人 
：「g. 年 1回」0人 
























質問 11：「質問 10 において選んだ頻度の場合に、システムが一度に知らせる
情報の数は何件が適切だと思いますか？」 
回答：「a. 1-4件」3人 
















3 3 3 






1-4件 5-10件 10-30件 30-60件 60-90件 90-180件 180件以上 
44 
 

















 1週 2週 1か月 2か月 3か月 6か月 12か月 
Aさん 6 11 23 46 68 137 273 
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  各メンバーの年齢と性別を登録してください 
  年齢：    性別： 男・女        年齢：    性別： 男・女 
  年齢：    性別： 男・女        年齢：    性別： 男・女 
     
2. 高齢者(65歳以上)がいる場合に、日常生活状況をチェックしてください。 

































・「上」に近いと思う    ・「下」に近いと思う 
 





・やったことがある     ・やったことがない   
 










・「上」に近いと思う     ・「下」に近いと思う 
 
8.あなたは家で壊れる製品を修理したことがあるか？ 
・修理したことがある     ・修理したことがない   
 
 生活環境についてのチェック 
9. ペット有無状況は？   
  ・無     ・あり   
10. 住宅設備には浴槽がありますか？ 
  ・無     ・あり   
11. 住宅設備には階段がありますか？  

















c. 良かったものがない             →質問 2へ 
 









a. 非常に感じた               →質問 4へ 
b. 感じた                  →質問 4へ 
c. あまり感じなかった            →質問 5へ 
d. まったく感じなかった           →質問 5へ 
 








年齢（ 10代 ・ 20代 ・30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代以上） 







f. その他（                         ） 
 









a. 既存の検索システム               →質問 7へ 
b. 今回提案したシステム            →質問 8へ 
 















    a. 使ってみる 






質問 10．質問 9 において「a.使ってみる」を選んだ人にお聞きします。あなた
はシステムにどのくらいの頻度で情報を知らせてほしいですか？ 
    a. 毎日 
b. 週 1回 
    c. 二週間 1回 
        d. 1か月に 1回 
        e. 3か月に 1回 
    f. 半年 1回 
        g. 年 1回 
        h. その他(                         ) 
 




    c. 10-30件 
        d. 30-60件 
        e. 60-90件 
    f. 90-180件 
        g. 180件以上 
        h. その他(                         ) 
 
質問 12.質問 10において「b.使わない」を選んだ人にお聞きします。使わない 
理由をお聞かせください。 
 
 
 
 
 
質問 13.今回提案するシステムで、改善したほうがいい点があれば、自由にお書
きください。 
 
 
 
 
